
                                     

    

こ
の
日
は
全
国
的
に
集
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
札
幌
で
は
北
海
道
実
行
委
員
会
主
催

の
集
会
が
大
通
公
園
西
８
丁
目
広
場
で
10
時

か
ら
行
わ
れ
会
場
は
２
５
０
０
人
の
人
々
で

溢
れ
ま
し
た
。
集
会
は
「
東
日
本
大
震
災
・

福
島
原
発
事
故
か
ら
1
年
、
早
期
復
興
！
な

く
そ
う
原
発
！
許
す
な
再
稼
動
！
３
・
１１
北

海
道
集
会
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
脱
原
発
と

被
災
地
の
早
期
復
興
を
訴
え
ま
し
た
。 

集
会
の
は
じ
め
に
東
日
本
大
震
災
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
へ
の
黙
祷
が
行
わ
れ
た
あ
と
、

呼
び
か
け
人
の
小
野
有
五
氏
（
北
大
名
誉
教

授
）、
西
尾
正
道
氏
（
道
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
院
長
）、

麻
田
信
二
氏
（
道
生
協
会
長
理
事
）
か
ら
発 

言
が
あ
り
ま
し
た
。
西
尾
氏
か
ら
は
北
海
道 

                   

           で
ガ
ン
死
亡
率
が
一
番
高
い
の
が
泊
、
二
番

が
岩
内
で
あ
る
が
、
泊
原
発
の
影
響
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
原
発
を
「
必
要
悪
」
と
す

る
意
見
も
あ
る
が
、
北
海
道
に
は
代
替
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
い
く
ら
で
も
あ
り
、
原
発

に
固
執
す
る
必
要
は
な
い
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
泊
原
発
か
ら
３９
ｋ
ｍ
に
あ
る

喜
茂
別
町
の
酪
農
家
斉
藤
愛
三
氏
は
泊
に
原

発
が
あ
る
こ
と
の
危
険
性
を
訴
え
ま
し
た
。 

 

事
務
局
か
ら
北
海
道
実
行
委
員
会
に
は
80

団
体
が
加
盟
し
、
一
〇
〇
〇
万
人
署
名
は
現

在
全
国
で
４
２
０
万
筆
で
あ
る
と
の
報
告
が

あ
り
集
会
の
あ
と
デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

比
例
定
数
削
減
阻
止
と 

民
意
が
届
く
政
治
の
実
現
を 

一
体
の
も
の
と
し
て
！ 

―
東
区
草
の
根
９
条
の
会
懇
談
会
― 

３
月
２４
日
、
４
回
目
と
な
る
同
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
、
諸
行
事
が
重
な
る
中
で
１２
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
一
部
の
学
習
講
演
で
は
北

海
道
憲
法
会
議
の
斉
藤
耕
弁
護
士
が
、「
憲
法

を
め
ぐ
る
課
題---

衆
議
院
比
例
定
数
削
減

を
中
心
に
」
と
題
し
て
詳
細
な
レ
ジ
メ
と
資

料
を
基
に
、
約
１
時
間
講
演
し
ま
し
た
。
氏

は
先
ず
比
例
定
数
削
減
の
ね
ら
い
が
民
意
を

削
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
小
選
挙
区
導

入
以
来
１８
年
、
構
造
改
革
・
改
憲
路
線
の
政

治
が
政
権
交
代
後
も
回
帰
・
継
続
し
、
深
化 

           

す
る
国
民
と
の
矛
盾
を
反
動
的
に
打
開
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
。
し
か
し
２

０
１
０
年
の
参
院
選
で
は
民
・
自
あ
わ
せ
て

５５
・
6
％
に
激
減
し
、
国
民
の
要
求
が
２
大

政
党
制
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
か

つ
て
は
小
選
挙
区
制
導
入
に
賛
成
・
推
進
し

た
政
治
家
か
ら
も
批
判
や
反
省
が
で
て
お
り
、

マ
ス
コ
ミ
か
ら
も
今
回
の
比
例
定
数
削
減
へ

の
賛
成
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
な
い
と
述
べ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
切
り
開
け
る
情
勢
を
確
信
に
、

「
比
例
定
数
削
減
阻
止
」
と
“
脱
原
発
”
や

“
消
費
税
増
税
反
対
”
と
い
う
民
意
を
反
映

す
る
選
挙
制
度
へ
の
抜
本
改
革
」
を
一
体
の

も
の
と
し
て
、
国
民
に
訴
え
打
っ
て
出
よ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

住
民
の
過
半
数
を
め
ざ
し
、 

地
域
で
の
対
話
を
重
視
！ 

二
部
の
懇
談
・
交
流
で
は
、
７
つ
の
会
か

ら
活
動
状
況
や
悩
み
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。
主
な
発
言
は
以
下
の
通
り
で
す
。「
ニ

ュ
ー
ス
だ
け
は
毎
月
出
し
、
８
～
９
名
で
配

布
し
て
い
る
。
地
域
か
ら
の
反
応
が
う
れ
し

い
」「
今
は
事
務
局
長
が
病
気
で
ニ
ュ
ー
ス
が

出
せ
な
い
。
み
な
さ
ん
の
活
動
を
学
び
た
く
、

参
加
し
て
い
る
」「
毎
月
９
の
日
の
地
域
で
の

９
条
署
名
は
、
１
６
１
８
筆
・
９
２
５
軒
と

な
り
、
毎
月
の
ニ
ュ
ー
ス
配
布
は
厳
し
い
。

今
後
は
３
ヶ
月
に
１
回
の
全
戸
配
布
を
考
え

て
い
る
」「
宣
伝
署
名
は
毎
月
の
街
頭
、
３
ヶ

月
に
１
回
の
地
域
、
高
校
前
を
あ
わ
せ
て
行

っ
て
い
る
」
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

わたしと憲法・９条 No３４ 
「新憲法１期生として」  

勤医協中央病院名誉院長・元道議 大橋 晃 
 私が生まれた１９４０年（昭和１５年）は紀元２６００年の式

典が行なわれ、戦争の泥沼へとひた走っていた時代でした。中国

での敗戦そして引き揚げと、子供ながらにいろいろな苦労をなめ

ました。小学校に入学したのが１９４７年（昭和２２年）、新憲

法が施行された年でした。その意味で私は誇りを持って自らを、

「新憲法１期生」と呼んでいます。当時は、充分な食べものもな

く、いつも空腹でしたが、大人たちにもそして私達子供にも、将

来への希望が今より大きかったように思います。 

憲法の精神は、「（憲法の）理想の実現は、教育の力にまつべき」

とした、教育基本法に基づく学校教育を通して、私達の中に育ま

れたと思います。中学３年の担任Ｍ先生には、「一人ではなくみ

んなで何かをすることの喜び」を徹底的に教えられました。 

５０余年を経た今も毎年クラス会をやって交流が続いていま

す。先生は東区の中学校長に就任して間もなく難病で亡くなられ

ましたが、校長室には憲法前文を掲げていたとのことです。昨年

のクラス会では、地域の「９条の会」を熱心にやっておられる

80 歳を過ぎた奥さんが参加され、憲法や原発問題で話が弾みま 

        した。教育基本法は残念ながら改悪されまし 

        たが、憲法改悪を許さず、子や孫の世代にし 

 っかり根付かせるために、１期生としての責 

任を痛感しています。 

 

No74．2012.3.31 事務局長 川添政彦 tel･fax782-4846 

 

３
・
１１
さ
よ
う
な
ら
原
発
一
〇
〇
〇
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
北
海
道
に
２
５
０
０
人 

泊
原
発
の
廃
炉
を
め
ざ
し
、
北
海
道
実
行
委
員
会
に
80
団
体
が
加
盟 

2012 年度高校前宣伝日程 

次の世代へ 

平和のバトンを！ 
 新婦人札幌東支部と共同で行

われる高校前宣伝が下記のよう

に決まりました。次の世代へ平

和のバトンが渡せるよう多くの

方の参加をお願いします。 

4／17（火）3：30～東豊高校 

5／15（火）3：15～東陵高校 

6／19（火）3：35～丘珠高校 

7／10（火）3：15～北斗高校 

8／21（火）3：30～開成高校 

9／18（火）3：10～光星高校 

10／9（火）3：10～大谷高校 

 

熱く語る斉藤弁護士（奥中央）

の話を熱心に聴く草の根の代表 
 

思い思いの横断幕やゼッケンを持ち寄った

参加者。子どもたちの表情が明るかった！ 
 


